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--------------------------------------------------------------------

--プロローグ「イドバタカイギ」--
ネェネェ、聞イタカシラ？
聞イタ、聞イタ、アノ話デショウ？
全ク、勝手スギルト思ワナイ？
ケレド、受ケ入レルシカ、ナイノヨネ。
ソウイウ運命ナノヨネ。私タチ。
マア、マダ時間ハアルワ。楽シミマショウ。
風に揺られて陽に当たる。

--第一節　「生き抜くことも　死ぬことも」--

ブブブブブブブブブブ………
聞きなれたアラームの音が聞こえる。
「朝だぞーー。皆おきろーーーー。」
朝。
またやってきてしまったのだ。
昨日の夜、そのまま眠ってしまって死んでしまいたいとあれほど強く願ったのに。
あるいは、僕が寝ている間にこの世界が終わりを迎えればいいと思っていたのに。
「ほら。起きろ。今日も仕事だろう。」
仲間が僕を揺り起こす。
ブブブブブブと、アラーム、いや、羽音は鳴り響いたままだ。
「うん…。」
観念して僕が体を起こすと、僕を起こしに来た奴は足早に他の奴らを起こしに行ってしまった。
「あ、ギル。起きたのね。」
ベッドから起き上がり、別の部屋へ移動しようとすると、さっきとは違う別の奴が話しかけてきた。一応僕がここに住んでいるときからの友人ではあるけれど、今の僕は憂鬱で頭がいっぱいで、彼女―ゾフィ―にアイサツすることすらできそうにない。
「朝ごはん、食べてないでしょう。今日は一緒にどう？」
「…いい。」
「あら。先客がいらっしゃったのかしら。」
「…違うよ。食べたくないんだ。」
朝は何をする気にもならない。僕は彼女の顔も見ようとせずにその場を立ち去ろうとした。ここ最近ずっとそうだ。朝食を最後に食べたのはいつだったかな…。思い出せない。
「ちょっと。」
肩をつかまれた。
「アンタ、最近朝食食べてないんじゃない？」
僕の心を見透かすような彼女の発言に、心底うんざりした顔で彼女の方を向き直る。
「食べたよ。昨日は一人で食べた。」
そして嘘をついた。食べてないなどといえば、あとから「食べないのは健康に悪い」だの、「仕事にも悪影響がでる」だのいって僕を無理やり食堂につれていくに決まっているからだ。
「でも、毎日食べないと…。」
しつこい女だ。彼女は、ここにいるどんな奴らよりも、僕とつきあいが長い女だし、普段は良い友人なのだが、なにぶん今は朝だ。僕にだって機嫌が悪いときがある。
「うるさいな。今日もあとで一人で食べるよ。今からチームの奴らとミーティングがあるんだ。」
そう言って、彼女の手を振りほどき、さっさと歩いた。
「そ、そう。じゃあ、今日も頑張ってきてね！　働きバチ　さん！」
***
ミーティングルームに着いた。
誰もいない。当然だ。皆朝食を食べている時間なのだから。しかし、その時間もすぐに終わりを迎えて、今日の仕事を説明される時間になる。皆ががやがやとこの部屋に入ってくる。蜜の採取に向かうメンバー全員がだ。リーダーが仕事についてグチグチとしゃべったあと、各自担当しているエリアへ蜜を取りに出発する。そして帰ってきて、ご飯を食べたら、寝る。寝たらまた朝になる。毎日そんな繰り返しだ。つまらない、味気ない僕の人生だ。仕事なんてしたくない。今すぐこの部屋を出て行って、大空に飛び上がりたい。けれど、そんなことは許されるはずがなかった。
巣のどの玄関にも見張りのハチはついているし、万が一そんな企みがバレようものなら……恐ろしい罰が待っているに決まっている。もしかしたら殺されるのかもしれない。
こんな人生、そうそうに終わりを迎えたいとは思っているが、痛いのは嫌だ。ゆっくりと安らかに眠りにつきたい。
よく、「生きていられるだけで幸せなんだから、感謝しなさい。」とか、「腹いっぱい食べられればそれでいいんだ」とかいう奴がいるが、単細胞の考えることだ。生きるというのは、食べたり寝たりすることじゃない。毎日精神的に充実した生活を送ることだ。貧乏で食べるものに困っていたとしても、生きがいを見つけて懸命に働いている奴はたくさんいるし、そいつらは決まって幸せそうなのだ。少なくとも僕みたいに死にたがる奴なんていないだろう。まあ、本当に何も食べられない状況に陥ると、そんなことは言えなくなるんだろうけど。
一人でいるときは、毎日こんなことを考えている。そうしているうちにいつの間にか時間が経って、仕事が始まるのだ。ほら、ガヤガヤと部屋の入口あたりが騒がしくなってきた。
「お。ギルか。おめー今日もはええなあ！」
「朝ごはん、誰と食べてるわけぇ？」
ゲラゲラと下品な笑い声がこだまする。ここにいる奴らは本当に皆この仕事に満足しているのだろうか？ただ繰り返されるだけの毎日に、奴隷のようにして労働するだけの毎日に、満足しているのだろうか？その笑い声は一体どこからやってくるのだろうか？
「はい。静かに。」
リーダーが部屋の前に立ち、部屋にいる僕らを見渡した。
「今日の仕事内容は昨日と同じだ。それぞれ担当する持ち場について、蜜を回収してくれ。クモの巣、クマ、その他凶暴な動物には十分注意してくれ。今日も事故０を目指そう！ノルマは50往復だ。女王様のために。子どもたちのために。そして、我々ハチ社会のために、今日も頑張ろうではないか！」
リーダーの掛け声とともに、オー！という歓声があがる。そんな中、僕はただ一人、開ききってない目でリーダーの顔をずっと見ていた。こいつが死ねば、この仕事から解放されたりするのだろうか。
「お、君。ギル君といったかな。どうした。もう皆仕事に出かけてしまったぞ。具合でも悪いのか？」
「あ、いえ、考え事をしていただけです。すぐに出発します。」
……まあ、無理だろうな。仮にこいつが死んだとしても、また別の誰かがリーダーになるだけだ。
***
僕の担当しているエリアは植物が極端に少ない場所だった。そのため、たくさんの蜜を回収するには、広い範囲を飛び回らなければならない。しかし、僕は昔からこのエリアを担当しているので、どこをどう回れば蜜のある花にたどりつけるのかよく分かっていたし、道に迷うこともなかった。担当しているエリアをローテーションで交代すれば、まだこの仕事もちょっとは面白くなるかもしれないが、リーダーはそんなことをしようとしない。一人がずっと同じエリアを担当していた方が、毎日見知らぬ土地を冒険するよりも蜜の回収効率が良いからだ。なんでも効率、効率。ハチ社会はそういうものだ。吐き気がする。
ふらふらと飛んでいると、近くでツバメが低空飛行しているのを見つけた。エサのハエでも取っているのだろう。僕はすばやく近くの物陰に潜んで、奴が通り過ぎるのを待った。死の世界には憧れるが、食われて消化されるのはごめんだ。
「それにしてももうツバメが来る季節か…。」
どういうわけか、僕の担当しているエリアはツバメがよく来る。他のエリアを担当している仲間の話を聞くと、鳥はよく見るが、ツバメはあまり見かけないという奴が多い。中には、ツバメをどういうものか知らない奴さえいた。とにかく奴らは天敵だ。
僕はいつものルートを通ることを諦めた。回り道をしつつ、蜜を回収しよう。そう思って進行方向を変えて、小道に入って、飛び続けた。
「…あれ？こんなとこに、草原なんてあったっけ？」
ふいに、辺りの様子が以前と違うことに気づいた。ここら辺は、植物なんてなかったはずだが、いつの間にか、青々と草が茂っている草原ができていた。
僕は思い切り飛び上がった。上から見渡せば、この草原にどれくらい花が咲いているか分かると思ったからだ。きれいな四角形をした草原が足元に見える。花も結構咲いているようだった。
「いい穴場を見つけたな。」
僕は、しばらくここで蜜を回収することにした。
「さて、降りよう。まずはあの花あたりから」
高度を低くしようと思ったそのときだった。
ビュウッ
風が吹いた。
草原の草花は揺れ、また違った一面をハチに見せる。
今まで草陰に隠れていて見えなかった、一輪の、小さなオレンジ色の花が、風に揺られて、僕の視界に入ってきた。
一目惚れだった。

--第二節　「二度と戻れない日々」--

ほんの一瞬、僕とその花だけがこの世界に取り残された感じがした。
空は気持ちよく晴れていて、太陽がさんさんと輝いていた。
草原はその太陽の光を浴びて鮮やかな緑色をしていた。
その中でちょこんと、明るくオレンジ色に咲いている一輪の花。
背は低かったし、花弁も小さかったが、しっかりと直立している茎や、少しでも多くの光を浴びようと広げている葉が、その花も他の草や花に負けまいと懸命に生きようとしているということを感じさせた。その様子がいじらしく、また、綺麗だった。
気づいたら僕は、その花をずっと見つめていた。
徐々に羽の羽ばたきは速度を落とし、僕はその花に目を奪われながら、ゆっくりと近くの草の端に着地した。
オレンジ色の花がゆらゆらと揺れる。花は、まだハチに気づいていないようだった。
僕は勇気を振り絞って花に声をかけようとした。いきなり見知らぬ者に話しかけるのは、礼儀が良いとは言えなかったし、かえってあの花をびっくりさせてしまうかもしれなかった。しかし、見知らぬ者に話しかけなければ、いつまで経っても見知らぬ者同士のままだ。とにかく、この時間とチャンスを無駄にしたくなかった。
「……っ……。」
けれど、声は出なかった。
急に話しかけると、変な虫だと思われて、嫌われるかもしれないと思ったからだろうか。
出会ったばかりで、何を話せばいいのか分からなかったからだろうか。
それとも、まだ、もうちょっとだけ、静かにあの小さな可愛らしい花を見つめ続けていたかったからだろうか。
ドクン…ドクン…
自分の心臓の音が脈打っているのが聞こえた。それも早く。
ビュウッ
「っとと…。」
また風が吹いた。
自分の乗っている草がグラグラとゆれて、つい草から落ちそうになった。それで、ついつい癖で素っ頓狂な声をあげてしまった。
あわててオレンジ色の花を見ると、相変わらず彼女は風に揺られていた。こちらの方を向こうともしなかった。僕は、
もしかして、僕の声が聞こえてしまったのかもしれない…。風に飛ばされるような情けない奴だと思われたのかもしれない…。
などと思うと、何故か恥ずかしくなって、また、声をかけづらくなってしまった。一度声をかけづらくなってしまうと、よりいっそう彼女に話しかけづらくなる。とはいえ、無言でただ花を見つめてても（できれば僕はそうしたかったのだが）、彼女に変なハチと思われてしまいそうで怖かった。
結局、僕は、
草から落ちそうになったんじゃなくて、別のところへ飛ぼうと思って草から飛んだんだよ？
と、心の声で彼女に照れ隠しのアピールをしながら、僕はその日の仕事をすませようと、別の草原へ飛び立った。
***
結局、その後は蜜集めに集中できなかった。あの可愛らしいオレンジの花のことばかりが頭に浮かんできた。名前はなんていうんだろう？いつからあの草原に住んでいたんだろう？おしゃべりしたらどんな子なのかな。などといろいろと考えていると、今どこを飛んでいるのかさえ分からなくなってしまうほどだったのだから、無理もない。
夕方にまたあの草原に寄ってみようか。
この考えが僕の頭の中に浮かんできたとき、僕の心は一気に高揚した。その興奮は、実際に夕方に草原に訪れても衰えることは無かった。
今度こそ話しかけたいな…。
高鳴る心臓を抑え、僕は朝に止まっていた草の上にまた降りた。赤い空の色と小さなオレンジ色が溶け合って、その花は、朝とはまた違った可愛らしい一面を見せていた。
話しかけなきゃ…。せっかくのこのチャンスを逃したくなかった。僕は懸命に僕を奮い立たせた。挨拶、挨拶だけでもしなくちゃ、何も始まらないじゃないか。1，2の3で声を出そう。心の中でそう思った。
さあ、いくぞ…！1、2の…3！
「あ、あの！」
ビュウッ！
タイミングを見計らったかのように、強い風が草原を通り抜けた。
ゆらゆらと草花が揺れ、あのオレンジ色の花が、ゆっくりとこちらを向いたような気がした。
「あ、あの！僕、ハタラキバチのギルっていいます！あ、あなたのお名前は？」
「……」
僕はしばらく相手が返事するのを待っていた。けれど、一向に花は喋ろうとしなかった。だんだんと僕は間違ったことをしてしまったのではないかと不安になってきた。それとも、僕の声が風にかき消され、聞こえていなかったのだろうか。
「あ、あの！」
「…マーガレット。」
そのとき、確かに僕の声でもなければ、風の声でもない、何かの音を聞いた。
「え？っと…」
「私、マーガレットヨ。」
花だ。
目の前のオレンジ色の花が、僕に向かって喋っている。ああ、こんな喜びを最後に味わったのはいつだろうか。いや、今日が初めてなのかもしれない。もう、相手が僕をどう思っていようがどうでもよかった。いや、もちろん嫌われていなければなお嬉しいのだが、僕が彼女と会話できるだけでも幸せだったのだ。
「は、初めまして！あ、あの…えと…」
いろいろなことを話そうとして舌がこんがらがる。
「何カ…御用カシラ…？」
そんな中でも、彼女の透き通るような声だけははっきりと聞くことができた。
「あ、そ、そうだ…あの、マーガレットさんの、蜜、も、ももらってもいいです…か？」
自分がハチであり、不純な動機で話しかけたのではないことを必死にアピールをしようとしてつい馴れ馴れしいお願いをしてしまった。しかし、その花は、
「……ドウゾ。」
と、思いがけない返事を僕にくれた。待たせるわけにはいかないと、僕は大急ぎでマーガレットさんの近くまで飛んだ。そしてゆっくり、静かにマーガレットさんの上に着地すると、太陽の熱が残っていたのか、ほのかな暖かさを足に感じた。
「そ、それじゃあ…」
僕はマーガレットさんの蜜を吸い始める。味なんてよく分からなかった。ただ、緊張感でいっぱいになってしまっていた。僕が蜜を吸っている間、
「ギル君ハドコカラキタノ？」
とマーガレットさんが話しかけてきてくれた。
「あ、ここからすぐそこに僕たちのハチの巣があって…マーガレットさんは？」
「私ハ…生マレタトキカラ。ココニイルノ。」
当たり前だった。緊張していたとはいえ、馬鹿な質問をした自分を嘆いた。
「私モ…ギル君ト一緒ニ…オ空ヲ飛ンデミタイワ…。」
「あ…」
彼女は、自分が動けないことを辛く思っていたのだ。ますます、なんて迷惑な質問をしたのかを僕は悔やんだ。
「行けるよ…。いつか、一緒に行こうよ！空！」
どうやって？と聞かれれば僕はもう黙ってるしかなかった。けれど、僕はどうしてもマーガレットさんを元気づけたかったのだった。そんな僕の気持ちを知ってか知らずか、
「ソウネ…。アリガト。」
マーガレットさんは優しく微笑んでくれた。
僕が蜜を吸い終わる頃、辺りは暗くなり始めていた。
「ネェ、ソロソロ、帰ラナイ？」
僕はその言葉で我に返った。確かにそろそろ巣に帰らないといけない時間だった。別れの言葉を切りだすのは辛かったが、また明日会えるさという希望が僕に勇気をくれた。
「あ…そうだね。僕、もう行かなくちゃ…。巣に戻らないと。」
「ソウネ…。」
明日、明日会う約束をしよう。僕は心の中で何度も台詞を繰り返し、
「あ、明日、またここに来てもいいかな？」
ついに、マーガレットさんに尋ねることができた。
「………」
彼女は黙ったまま僕の方を見つめて、笑っていた。そしてしばらくしてから、コクンと、小さくうなずいた。
また明日会えるのだ。
僕は彼女に別れのあいさつを告げ、冷めやらぬ気持ちを抑えつつ、巣に帰った。

--第三節　「孤独な生きがい」--

日が暮れてから巣にもどってリーダーに報告しに行くと、「まだノルマを達成できていないじゃないか」と怒られてしまった。周りの奴からは、「いつも能率が悪いのに、今日はさらに能率が悪くなったんだな」とからかわれた。そんなとき、いつもの僕なら「社会の歯車なお前らとは違うんだ」などと心の中で怒鳴りながら、自分の部屋へさっさと帰ってふてくされて寝てしまうのだが、今日は違った。確かにあいつらの言葉にはムカついたが、僕の怒りは長続きしなかった。部屋に帰って寝ようと思っても、マーガレットさんのことばかり考えてしまう。そして、明日また同じルートを通ってあの花に会いにいけるのかもしれないと思うと、自然とワクワクしてきてしまうのだ。
明日こそ話しかけてみよう。
僕はそう思いながら、あの花と僕が楽しく会話しているところを想像したりして、ついにやけてしまった。
「おかえり。ギル。」
すると、急に後ろからゾフィの声がした。
「お疲れ様。調子はどう？」
そう聞かれてつい僕は正直に自分の気持ちを喋った。
「ああ、ちょっと今日は気分がいいかもしれない。久しぶりに晩御飯を食べようかななんて思ったよ。」
そのとき、僕はしまったと思った。ここ最近、晩御飯もろくに食べていないことを彼女にばらしてしまったからだ。すぐに、
「あ、いや、晩御飯は食べてるんだけどね。久しぶりにたくさん食べようかなって…」
と訂正したが、もう遅かった。僕の言葉を聞いたとたんに、ゾフィの顔はだんだん驚きから怒りに変わり、その表情のまま、ズカズカと部屋の入り口から僕の前まで歩いてきた。
「あなた、まさか晩御飯も食べてなかったの！？」
僕はそれから何回か自己弁護したが、全て無駄に終わった。気づいたら彼女に手をひっぱられ、食堂に連れて行かれるところだった。
***
「はい。あなたの。」
ゾフィが自分の分と僕の分の食料をとってきて、それぞれ机に置いてくれた。…何故か僕の食料が彼女の二倍ある。
「多すぎるよ。」
「今まで食べてなかったでしょう？」
今まで食べて来なかったのに今日いきなりこんなに食べれるわけがないだろう。そう言おうとしたが、無駄だと気づいて僕は諦めた。
「いただきます。」
「い、いただきます。」
彼女の声につられ、僕は観念して晩御飯を食べ始めた。
食事中、しばらくして、彼女が僕に話しかけてきた。
「ね、久しぶりね。こうして二人で食べるの。」
そう言われて初めて僕はそのことに気づいた。すると、急に目の前の彼女の顔が懐かしいもののように感じてきた。僕らは幼馴染のはずなのに、最近はずっと離れ離れだった。僕はつい最近までそのことに違和感すら覚えていなかったらしい。今まで繰り返される毎日の中に、僕は「時」というものを感じていなかったからなのかもしれない。けれど、今日あの花に出会って僕は生きがいに似たようなものを見つけることができた。明日からの仕事がちょっぴり楽しみになってきた。そう感じ始めたとたんに、「僕」の中で時がまた動きだしたようだった。なんとなくそれが嬉しかったのか、自然と僕の顔に小さな小さな笑みがこぼれた。
「ギル、また聞かせてよ。外の世界のお話。」
僕の笑顔を見て、ゾフィはより一層笑って僕に話しかけてきた。そういえば、今まではよく、ハタラキバチの僕がハタラキバチじゃない彼女に外の世界の面白さ、不思議さ、怖さについて語ってたっけ。彼女は僕のどんな些細な話にも興味を示してくれて、笑ってくれた。
思い切って、今日見つけたあの花のことにでも話してみようかな。
僕はぼんやりとそう考えた。
「さっき部屋を出る前に、『今日はちょっと気分が良い』って言ったでしょ？何があったのか教えてちょうだいよ。」
屈託のない笑顔を崩すことなく、ゾフィは僕の話を今か今かと待ち続けているようだった。
ついに僕は彼女に押されて、口を開いた。
***
「ねぇ、それって本当に良いことかしら？」
やっぱりこの巣に住んでるハチは皆クズだ。
「だいたい、ほら、花とハチが恋するなんておかしいわよ。絶対あなたのためにも、相手のためにもならないわ。私、そう思う。」
僕が今日一輪の花に出会ってひとめぼれしたことをゾフィに話したとたん、彼女は今まで保ってきた満面の笑顔を消し去り、けげんな表情で僕を見るようになった。
「しかもそれって、仕事に影響が出るんじゃないかしら？」
こいつもそうだ。能率、能率と皆と変わらないことを言う。もうその言葉は聞きたくなかった。僕はただ、今日見つけた僕の新しい生きがいについてゾフィに共感してもらいたかっただけなのに。もう、彼女の話を聞く気にはなれなかった。僕は半分の半分も食べていない食料を机に残して、席を立った。
「もう寝るよ。おやすみ、ゾフィ。」
「え？ちょ、ちょっとギル！まだご飯残ってるわよ…」
女の喚く声が聞こえてきたが構ってられなかった。僕はさっさと自分の部屋に戻って寝ることにした。

--第四節　「会おう」--

「今日の仕事内容も昨日と同じだ。それぞれ担当する持ち場について、蜜を回収してくれ。女王様のために。子どもたちのために。そして、我々ハチ社会のために、今日も頑張ろうではないか！」
しつこいリーダーの声が今朝もこだました。しかし、僕はそれでもワクワクしていた。今朝はゾフィと会うこともなかったし、今日は朝からあの草原に寄って、マーガレットさんとたっぷりお話できるんだ。そう考えているうちにだんだん顔がにやけてしまうのが自分でも分かった。
「おー！」
そして、ついに出発の時がやってきた。
***
僕は昨日の通った道を思い出しながら、いつものルートから進行方向を変え、小道に入ろうとした。
そのとき、
「おい。ギル。どこへ行く。」
別のハチの声が聞こえた。
「え？」
「そっちはお前の担当するエリアじゃないはずだぞ。」
監視役のハチだった。いつもは監視役のハチもそれぞれの持ち場に蜜を回収しにでかけるのだが、今日はどういうわけかここで僕を待ち伏せしていたかのようだった。
「でも、あっちにも新しい花畑があることを昨日、見つけたんです。」
「知っている。そこにお前の惚れた花がいるらしいな。」
「！」
ゾフィだ。僕はすぐに理解した。昨日僕がゾフィに喋ったことを、彼女は監視役のハチに告げ口したのだ。冗談じゃない。こんなことでマーガレットさんと話す時間をとられるなんてまっぴらごめんだった。
「どいてください。」
何が何でもあの草原に行かなきゃならなかった。僕の見つけた唯一の生きがいは、誰にも奪われたくなかった。
「まて。お前のルートは向こうのはずだ。違うルートを通ってもらっては困る。」
「何でですか？どうせまた能率がどうとか言うんでしょう？四六時中能率能率って、もうごめんですよ。」
今までたまってきた不平不満が爆発したかのように僕は喋りとおした。
「何故だ？能率が上がれば、生産性が向上すれば社会全体の利益につながるはずだ。おい！ギル！待て！」
僕はもう飛び上がっていた。あんなうるさい監視役がついてきては、マーガレットさんとも静かに話せないことくらい冷静な僕なら分かっていたはずだった。でも、どうしてもマーガレットさんに会わないといけない。会うって昨日約束したんだ。と思うと自然と体が動き出してしまっていた。
「言うことを聞かなければこのことを女王様に報告するぞ！お前はきっと罰を与えられるぞ！おい！聞いているのか！」
後ろから監視役のハチが必死に僕の後を追っているのが、声の大きさから分かった。
追いつかれる――！
考えてみれば至極当然のことだった。ご飯を今までろくに食べてこなかったやつが速く飛べるはずがない。
「ギル！お前は社会のために働こうという気がないのか！？皆に迷惑をかけていいと思って―――ぐ」
ふいにヒュン！と音がしたかと思うと、監視役のハチの声は途絶えた。後ろを振り返ると、ツバメが低空飛行をしながら餌を食べているところだった。
あんたに罰が当たったようだね。
僕は心の中で勝利を喜んだ。これでマーガレットさんとゆっくり話せる。
僕はツバメに見つからないように建物の陰に隠れながら、あの草原へと急いだ。
***
緑色の草原
青い大空
吹き抜ける風
一匹のハチと
可憐なオレンジ色の花
頭の中の光景と、目の前に広がる現実の、一体どこが一致しているのか、僕には分からなかった。
草原が、消えていた。
「な…んで…？」
目の前には、茶色い地面がただただ広がっていた。
花なんて、一輪も存在してなかった。
「マーガレットさん…？　　　マーガレットさん！マーガレットさん！」
草原の入口には白くて複雑な図形の書いてある看板が１つ、立ててあった。一体これが何を意味しているのか僕には分からなかった。ただ、昨日草原だった場所を飛び回りながら、
「マーガレットさん！どこにいるんですか！？マーガレットさん！」
思い切り叫ぶことしかできなかった。
”ギル君、来テクレタンダ”
「！」
急に彼女の声が頭の中でこだましたような気がした。
僕は必死に辺りを見回して、もしかしたら小さなオレンジ色の花だけが一輪、どこかに咲いているんじゃないかと思った。けれど、花は見つからなかった。
”私、モウソコニハイナイノ。”
それでも頭の中の声は途絶えない。マーガレットさんは、そこにいないはずなのに、僕に話しかけているようだった。
「マーガレットさん…？ど、どこに…？どこにいるんですか？」
”アノネ、ギル君。ココ、人間ノ住処ニナッチャウンデスッテ。”
「人間の…？」
マーガレットさんは僕の質問には答えてくれなかった。けれど、僕に何かを伝えたいみたいだった。
”デモ、イイノ。私、アナタノオカゲデ死ヌノガ怖クナクナッタワ。アリガトウ。”
「マーガレットさん…？僕…僕も…！」
あなたのおかげで初めて人生の生きがいを見つけることができたんです。毎日を大事にしようって思えるようになったんです。だから、僕だって、あなたにお礼を言わなくちゃ…あなたの何千倍も「ありがとう」って言わなくちゃ…いけないんですよ…！
そう言おうとしたが、言えなかった。先に涙がこぼれてきてしまった。
”ダッテ今、コンナニモ自由ニオ空ヲ飛ベルヨウニナッタンデスモノ。……ネェ、イツカギル君トモ一緒ニ飛ベタラ、私、嬉シイワ。”
「ぐ…すっ。　ええ。ええ。飛びましょう。僕、いろんな場所を知ってます。楽しいところ、明るいところ、静かなところ、たくさん案内できます。………行きましょうよ。一緒に行きましょうよ…。だから…だから…！僕を置いていかないでくださいよ！」
彼女はもういなくなったはずなのに、どこかにいるような気がした。ここから飛び上がってちょっと辺りを探せば、またすぐに会えるような気がした。
僕は飛び上がった。
「マーガレットさん！どこに…どこにいるんですか！？」
”嬉シイ。ギル君モ一緒ニ、来テクレルノ？”
「もちろんですよ。まだいっぱいマーガレットさんに話したいことがあるんです。一緒に行きたいところもあるんです。だって、僕は…僕はマーガレットさんのことが、……好きなんだ……！」
ヒュン！
僕のすぐ近くで小さく風を切る音がした。


（終）
